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	1.1　背景
	1.2　目的
	1.3　アプローチ
	1.4　論文の構成（「要約」に記述しておくべきか？）

第2章　関連研究
	2.1　R-WHILE言語	(青木君達の研究という事になるか?)/*まだ良い*/
	#アルゴリズムに関わる研究を関連研究とするべきであろう。自分たちの研究テーマが線形探索「アルゴリズム」である以上は。
＃スタックと配列の計算量の差、等自分たちが勉強してきた事に関連する文献を挙げれば良いか。
2.x 先輩の卒論 http://www.st.nanzan-u.ac.jp/info/gr-thesis/2013/10se273.pdf
	https://link.springer.com/chapter/10.1007/978-3-319-26529-2_22
	(クイックソートの可逆化に関する論文)
＃可逆のアルゴリズム。
＃ここで参考文献の紹介を行うのが良いだろう。（先輩の論文もそうだが、英語で書かれた論文も挙げられるとなお良い。）
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	＃一般的な可逆化の手法と自分たちが提案する手法をそれぞれ述べることになるので...
		(1)　Bennettの方法
		＃Bennettの方法でのプログラムを記述する必要あり。
		(2)　可逆化の改善案

第4章　Janusでの実装		
	4.1　Janusについて
	4.2　各アルゴリズムを可逆化したJanusプログラム
		(1)　通常の線形探索
		(2)　番兵法
		(3)　ソート済みレコードを用いた線形探索
		(4)　改善案を基にした線形探索

4.3　(証明、あるいは証明にあたる説明は要るか?)		

第5章　おわりに
	結論、今後の課題等を書く事になるだろう。
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